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終的には、1961 年 7 月 19 日に、弁護士の天野敬一が展開していた絞首刑違憲
訴訟に判決（昭和 32 年（あ）第 2247 号、同 36 年 7 月 19 日大法廷判決）が下され、
















ことが可能となる。第 3 節では日本の死刑執行方法の変遷を装置の 3 つの変化
――①地上絞架式、②地下絞下式、③複数ボタン式地下絞架式――に注目して






























Bromide）、塩化カリウム（Potassium Chloride）の 3 種で、それぞれ意識不明の
状態にする、呼吸を止める、心臓を止めるといった効果がある。死刑囚の腕に
は静脈注射が 2 本、両腕に挿入され、手のひらサイズの注射器で 3 種の薬物を
順番に交互に注入する。各薬物を注入するたびに塩水が注入される。執行官は
3 名で、それぞれ 1 種類ずつ薬物を注入することとなっている（布施 2008: 170）。
チオペンタルナトリウムは入手困難なことから、動物の安楽死に使われるペン











　たとえば、2009 年 9 月 15 日にオハイオ州で注射刑が失敗する事態が起こ
り、そこから死刑執行方法を巡る議論が沸騰したという報道があった（9）。同報
道によれば、2 時間かかっても受刑者の静脈が見つからず、18 回も針を刺した
のちに断念し、結局死刑執行は延期となったそうだ。2006 年 12 月にフロリダ
州で起こった死刑執行の失敗例でも、注射針が静脈ではなく筋肉に刺された結
果、34 分にわたって受刑者が苦しんだ（10）。通常の注射刑が 2 分 30 秒ほどで終
わることに鑑みれば（布施 2008: 6）、かなり長時間の執行であったことがわか
る。このことから、静脈でない箇所に注射すると物理的苦痛が発生することが
知られていたのだろう。死刑情報センター（Death Penalty Information Center、




失敗についても多く知られており、たとえば Borg & Radelet（2004=2009: 163）







































くなる（Grossman 1995=2004: 180）（13）。ここで Grossman の前提について確認





























い」（Grossman 1995=2004: 224）と、Grossman は指摘する。このことは、日
本の死刑執行方法の変遷を見ていくうえで重要なポイントとなる。
　次に感情的距離について。感情的距離には、文化的距離（Cultural Distance）、
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制裁の正当性を固く信じることによって生じる距離のことである。ここでの正
当性には 2 つの要素があり、1 つは敵を有罪と決めつけ、非難すること、もう
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